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l1iil 1章測定法（１）～測定の基礎………………………………..…………………………． 1-1

iii 1.1計測用語１－３

1.1.1計測で用いる単位１－３

(1)ＳI単位について１－３

(2)長さの単位１－３

(3)角度の単位１－４

１．１．２トレーサビリテイ１－４

１．１．３測定の種類1-6

1.1.4測定系の構成1-7

1.1.5誤差と精度１－８

(1)誤差１－８

(2)誤差の種類１－８

(3)精度１－９

(4)量子化１－１１

(5)測定器に関する用語１－１１

(6)データ処理１－１２
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1.2測定誤差の主な原因と対策１－１３

1.2.1器差1-13

1.2.2温度の影響１－１３

(1)温度による誤差１－１４

(2)温度差の発生原因１－１６

(3)温度に関する注意事項1-17

1.2.3変形１－１７

(1)測定力（圧縮力）による変形

(2)測定値の圧縮ひずみ（フック

(3)自重による変形量１－１８．

(4)わん曲面の接触（ヘルツの法

(5)測定へツド支持部分の変形

(6)測定力についての注意事項
(7)斐持ﾌﾞﾃﾞ鱗に上孟齊罹（白雷炉
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1-17
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Ｗ測定値の庄縮ひずみ（フックの法則による変形）１－１８
(3)自重による変形量１－１８．

(4)わん曲面の接触（ヘルツの法則による変形）１－１９
(5)測定へツド支持部分の変形１－２０

(6)測定力についての注意事項１－２１．

(7)支持方法による変形（自重による弾性変形）1-21
1.2.4角度による誤差１－２３
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1.2.5視差（パララツクス）1-23

1.2.6構造による誤差１－２４

(1)アツベの原理（ErnstAbbe）１－２４

(2)測定子，テーブルの調整による誤差1-25

1.2.7測定の基本事項１－２６

(1)測定器の取扱い１－２６

(2)測定器の保管1-27

1.2.8測定器の精度管理１－２７

(1)測定器の精度管理業務の要点１－２８

(2)測定器の定期検査１－２８

(3)測定技術レベルの確認１－２９
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1.3製品公差と測定器精度及び測定精度の関係１－３０

［練習問題］１－３３

2章測定法（２）～測定の実際…………･………………………………………………“ 2－１
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２．１拡大変換機構の種類２－３

2.1.1機械的測定機器

(1)ねじ変換２－４

(2)歯車変換２－５

(3)てこ変換2-5

2.1.2電気的測定機器

2.1.3光学的測定機器

2.1.4流体的測定機器

2-4

▽
い
ゐ
仙
咄
，
児
町
■
鄙
、
曲
恥
‐
肘
Ｌ
Ｕ
ｗ
胸
Ⅲ
冊
睦
，
し
祁
岬
〃
撹
川
川
皿
肌
皿
ｎ
門
、
〃
・
舐
川
健
眠
畷
瞬
山
腱
腸
殴
Ｗ
ｐ
灯
町
陸
睦
堺
心
〈
膨
医
削
鵡
吋
弼
〃
勝
殿
腱
膵
肋
Ⅲ
冊
脚
跡
肝
叫
肘
貯
脚
脆
防
の
Ⅱ
ト
ト
Ⅳ
Ｐ
い
ぃ
ト
ｈ
仲
け
ひ
仲
昭
Ｐ

６
８
９

一
一
一

２
２
２

2.2長さの測定器２－１］

2.2.1ブロツクゲージ（Gaugeblocks：JISB7506）２－１１

(1)ブロックゲージに要求される諸条件２－１１

(2)ブロックゲージの使用目的と等級２－１３

(3)ブロックゲージの呼び寸法と組み合わせ（Wringing）２－１４
(4)リンギングの方法とその注意２－１５

(5)プロツクゲージの手入れ２－１６
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(6)ブロックゲージの付属品の使用例2-16

2,2`２金属製直尺（Metalrules：JISB7516）2-18

2.2.3ノギス（Cal1ipers：JISB7507）2-19

2.2,4ハイトゲージ（Heightgauges：JISB7517）2-23

2.2.5デプスゲージ（Depthgauges：ＪＩＳＢ７５１８）2-28

2.2.6マイクロメータ（Micrometercallipers：ＪＩＳＢ７５０２）２－２９
(1)マイクロメータの分類２－２９

(2)マイクロメータ各部の名称２－２９

(3)マイクロメータの性能２－３０

(4)マイクロメータの寸法の読み方２－３０

(5)外側マイクロメータの種類２－３２

(6)マイクロメータにおける測定誤差２－３２

(7)マイクロメータの性能の測定方法２－３３

(8)その他のマイクロメータ2-34

2.2.7ダイヤルゲージ（Dialgauges：JISB7503）２－３５

(1)ダイヤルゲージの用途と構造２－３５

(2)ダイヤルゲージの機能と性能２－３５

(3)ダイヤルゲージの使用上の注意2-37

2.2.8てこ式ダイヤルゲージ（Dialtestindicators：ＪＩＳＢ７５３３）2-39

2.2.9シリングゲージ（CylindergaugeslJISB7515）２－４２

(1)シリンダゲージの使用方法２－４２

(2)測定子の変換方法2-43

2.2.10電気マイクロメータ（Electricalcomparators：JISB7536）２‐
(1)電気マイクロメータの性能２－４５

(2)電気マイクロメータの用途２－４６

(3)電気マイクロメータの特性２－４６

(4)電気マイクロメータによる測定例２－４７

２．２．１１空気マイクロメータ2-48

2.2.12測長機（Measuringmachine）2-50

2.2.13測定顕微鏡２－５１

(1)エ具顕微鏡２－５１

(2)万能測定顕微鏡（UniversalmeasurmgmicroscopeUM．Ｍ）2-,
2.2.14三次元測定機２－５２

２．２．１５エンコーダ２－５３
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2.3角度ゲージと角度測定器２－５５

2.3.1角度ゲージ（Anglegauge）２－５５

(1)ＮＰＬ式角度ゲージ２－５５

(2)ヨハンソン式角度ゲージ（JohansonAnglegaugeblock）2-56
2.3.2直角定規（Squares：JISB7526）2-57

2.3.3円筒スコヤ（CylindricalSquares：JISB7539）2-60
2.3.4ポリゴン鏡2-61

2.3.5水準器（Precisionlevels：JISB7510）2-61

2`3.6サインバー（Sinebars：JISB7523）2-63

2`3.7オートコリメータ（AutocollimatorslJISB7538）2-64
28.8角度定規（BevelProtractor）２－６６

2.4幾何偏差測定器２－６７

投影機（Profileprojector）２－６７

真円度測定機（Roundnessmesuringinstruments：JISB7451）
オプチカルフラット（OpticalFlats：JISB7430）２－６９

オプチカルパラレル（OpticalParallels：JISB7431）２－７１

2.4.1

2.4.2

2`４．３

２．４．４

2-68

２．５表面粗さ測定器２－７２

(1)表面粗さ測定の必要性２－７２

(2)表面粗さの測定法２－７３

2.6限界ゲージと輪郭ゲージ２－７４

2.6.1限界ゲージ２－７５

(1)限界ゲージの種類２－７５

(2)通り側と止り側２－７５

(3)摩耗限界寸法とその許容差および摩耗しろ

(4)限界ゲージの使用上の注意点2-76
2.6.2輪郭ゲージ２－７８
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2.7測定用取付具。測定用補助具の種類，用途および保守２－７９

2.7,1定盤（Surfaceplate）２－７９

(1)精密定盤２－７９

(2)定盤の種類２－８０

(3)定盤用材料としての適格条件２－８１

(4)平面度の測定方法2-81

2.7,2Ｖブロック（VeeBlocksIJISB7540）2-82

2.7,3テストバー（TestBars：JISB7545）２－８４

２．８幾何公差の図面指示２－８５

(1)幾何公差の示し方と引出し方２－８６

(2)図示方法と公差域の関係２－８８

(3)データムの図示方法２－９０

(4)理論的に正確な寸法の図示方法２－９３

[練習問題］２－９４

3章検査法 …………………………………………………………………………………3-1

3.1製品および部品の検査方法３－３

3.1.1長さの検査３－３

(1)外側寸法３－３

(2)内側寸法３－４

(3)線間寸法３－４

(4)高さ寸法３－４

(5)深さ寸法３－４

３．１．２角度の検査３－５

(1)直角度３－５

(2)勾配角度3-5

3.1.3幾何偏差の検査３－５

(1)真直度公差についての検証

(2)平面度公差についての検証

(3)真円度公差についての検証
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(4)円筒度公差についての検証３－１２

(5)直角度公差についての検証３－１３

(6)振れについての検証３－１４

(7)全振れについての検証3-14

3.1.4硬さの検査３－１５

(1)ブリネル硬さ試験（JISZ2243）３－１５

(2)ビツカース硬さ試験（JISZ2244）３－１６

(3)ロツクウエル硬さ試験（JISZ2245）３－１８

(4)シヨア硬さ試験（JISZ2246）３－１９

…

3.2エ作機械の精度検査の方法３－２０

(1)静的精度検査の概要３－２０

(2)工作機械の静的精度検査の例３－２４

3.3非破壊検査の種類と方法３－２６

3.3.1放射線透過試験（JISZ3104）３－２６

3.3.2超音波探傷試験（JISZ2344）３－２６

3.3.3浸透探傷試験（JISZ2343）３－２７

ａ3.4磁粉探傷試験（JISGO565）３－２７

ａ3,5電磁誘導探傷試験（渦流探傷試験）３－２７

３３．６アコーステツクエミッション法（ＡＥ法）3-28

3.4官能検査３－２９

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

官能検査とは３－２９

官能検査の必要性３－２９

官能検査の適用例３－３０

検査員の選定３－３１

判断基準の標準化３－３２

3.5全数検査と抜取検査３－３３

3.5.1全数検査3-33

3.5.2抜取検査３－３３

(1)抜取検査が適する場合３－３３

(2)抜取検査を行う条件３－３５
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(3)

(4)

(5)

抜取検査の考え方３－３５

計数抜取検査と計量抜取検査３－３７
抜取検査の型３－３８

3.６ねじの検査３－４０

3.6.1おねじの検査３－４０

(1)有効径の測定３－４０

(2)ピッチの測定３－４２

３．６．２めねじの測定３－４２

3.7品質マネジメントシステム３－４３

3,7.1JISQ9000ファミリー規格

3.7.2JISQ9000の要点３－４３

(1)品質保証３－４３

(2)品質計画書３－４３

(3)品質特性３－４４

(4)是正処置3-44

3.7.3JISQ9001の要点３－４４

(1)製品の監視及び測定３－４４

(2)不適合製品の管理３－４５

(3)是正処置３－４５

3-43

3.8検査で用いる主な用語３－４７

［練習問題］３－４９
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4章品質管理
.…,…………….………………………………………………………………4-1

4．１品質管理の基本４－３

４．１．１品質管理とは４－３

(1)品質管理の定義４－３

(2)よい品質とは４－４

(3)管理とは４－４

４．１．２作業標準４－５

(1)バラツキの要因４－５

(2)作業標準４－５

(3)規格・標準類４－６

４．１．３職場の活性化と小集団活動４－７

(1)小集団活動とは４－７

(2)峨制活動テーマと小集団活動の関連４－７

4.2品質管理の手法４－８

４．２．１品質管理（QC）的仕事の進め方４－８

４，２．２ＱＣ七つ道具４－８

(1)Ｑｃ七つ道具でデータをとり，データに事実を語らせる
(2)ＱＣ七つ道具の種類４－１０

４．２．３ＱＣ七つ道具の実際４－１０

(1)グラフ４－１０

(2)パレート図４－１３

(3)特性要因図４－１４

(4)ヒストグラム４－１６

(5)チエツクシート４－２０

(6)散布図４－２２

(7)層別４－２５

(8)管理図４－２７

４．２．３サンプル・データと母集団４－３５

(1)サンプル・データ４－３５

(2)母集団とサンプルの関係４－３５

4-8

岬
館
冊
加
計
肢
ｈ
・



ぴ
０
０
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｕ
ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
□
■
氏
■
ｈ
ｌ
Ｉ
Ⅵ
Ⅱ
Ｐ
Ｉ
Ｄ
ｎ
Ｐ
ｌ
俎
町
ｐ
Ｎ
Ｗ
Ｌ
届
け
■
●
町
眈
低
０
Ｎ
い
い
８
冊
ド
ザ
Ｄ
か

4．３検査４－３７

４．３．１検査の基本４－３７

(1)検査とは４－３７

(2)検査の分類４－３７

(3)全数検査と抜取検査の比較４－３８

４．３．２抜取検査４－４０

(1)抜取検査の分類４－４０

(2)抜取検査を行う場合の条件４－４１

(3)抜取検査の考え方４－４２

(4)抜取検査の型４－４４

４．３．３官能検査４－４５

(1)官能検査とは４－４５

(2)官能検査の必要性４－４５

(3)検査員の選定４－４７

(4)判断基準の標準化４－４７

〔章末問題〕４－４８

5章電気一般 ……………………………………･…………………………･…･……………５－１

5．１電流と電圧５－３

物質のもつ電荷５－３

電流５－３

電圧５－４

鬮位と電位差５－５

電流・電圧・抵抗の単@位５－５

５．１．１

５．１．２

５．１．３

５．１，４

５．１．５

5．２抵抗の取扱い５－６

５．２．１オームの法則５－６

５．２．２抵抗率５－６

５．２．３抵抗の接続と合成抵抗５－１０

(1)直列接続の合成抵抗５－１０

(2)並列接続の合成抵抗５－１２

(3)直並列接続の合成抵抗５－１３



１
１

５，２．４抵抗による電圧の分圧

５．２．５抵抗による電流の分流

5．３電力と電力量５－１７

５．３，１電力５－１７

５，３．２電力量５－１７

５．３．３ジュール熱５－１８

5-14

5-15

5.4ブリッジ回路と抵抗５－２０

５．４．１ブリッジ回路５－２０

５．４．２温度による抵抗の変化５－２１

５．４．３絶縁抵抗および接地抵抗５－２１
(1)絶縁抵抗５－２１

(2)接地抵抗５－２２

5.5磁気と静電気５－２３

５．５．１電流による磁界（磁力線）５－２３

(1)直線状の電流のつくる磁界５－２３

(2)コイルの電流がつくる磁界５－２３
５．５２電磁力５－２４

５．５`３電磁誘導作用５－２６

(1)レンツの法則５－２６

(2)フレミングの右手の法則５－２６

５．５．４変圧器５－２７

(1)相互誘導作用５－２７

(2)変圧器の原理５－２７

５．５．５静電気５－２８

(1)静電誘導作用５－２８

(2)静電容量５－２８

５．５．６コンデンサの接続５－２９

(1)直列接続５－２９

(2)並列接続５－２９

5.6直流機５－３１

５．６．１直流発電機５－３１
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(1)直流発電機の原理５－３１

(2)直流発電機の構造５－３１

５．６．２直流電動機５－３２

(1)直流電動機の原理５－３２

(2)直流電動機の種類５－３３

(3)直流電動機の速度制御５－３４

5．７単相交流５－３６

５．７．１正弦波交流の発生５－３６

５．７．２正弦波交流の瞬時値５－３６

５．７．３正弦波交流の大きさ５－３８

(1)瞬時値５－３８

(2)平均値５－３９

(3)実効値５－４０

５．７．４交流の周期と周波数５－４２

５．７．５交流の電力５－４４

５．７．６力率５－４５

５．７．７送電損失とその低減策５－４７

ｉ
ｉ
１

５．８整流５－４９

5.8ユ半波整流回路5-49

5.8.2全波整流回路５－５０

5．９三相交流５－５２

５．９．１三相交流回路５－５２

(1)三角（△：デルタ）結線．５－５２

(2)星形（Ｙ）結線５－５３

５．９．２三相交流電力５－５３

(1)△回路５－５３

(2)Ｙ回路５－５４

５．１０電動機５－５５

5.10,1各種電動機の分類５－５５

5.10.2三相誘導電動機５－５５

(1)回転の原理５－５５



；

(2)回転磁界の発生（２種の場合）５－５６
(3)三相誘導電動機の構造５－５７

(4)三相誘導電動機の回転速度５－５８

(5)三相誘導電動機の始動方法５－５９

(6)三相誘導電動機の回転方向５－６２

(7)三相誘導電動機の回転速度制御５－６３

5.10.3パルスモータ（ステッピングモータ）
(1)パルスモータとは５－６６

(2)パルスモータの用途５－６６

5.1ｑ４サーボ機櫛５－６６

(1)サーボモータ５－６６

(2)電気方式による分類５－６６

5－６６

5.11主回路保謹用電気機器５－６７

５ユ1.1主回路と制御回路５－６７

５．１１２ヒューズ５－６８

５．１１３手動開閉器５－６９

（１）ナイフスイッチ５－６９

（２）配線用遮断器５－７０

（３）漏電遮断器５－７１

5.11.4電磁接触器，サーマルリレー，電磁開閉器５－７２
（１）電磁接触器５－７２

（２）サーマルリレー（熱動形過電流継電器）５－７３
（３）電磁開閉器５－７３

（４）開閉器に共通する事項5-74

5.12制御用電気機器５－７５

5,12.1継電器（リレー）５－７５

5.12.2タイマ５－７６

(1)アナログ式タイマ５－７７

(2)デジタル式タイマ５－７７

5.12.3ソレノイド５－７８

5.13自動制御５－８０

5.13.1自動制御の種類５－８０
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(1)シーケンス制御５－８０

(2)フィードバック制御５－８０

5.13.2シーケンス制御回路に使う接点の種類５－８１

(1)ａ接点（NO）５－８１

(2)ｂ接点（NC）５－８１

(3)ｃ接点（COM）５－８１

(4)接点の図記号５－８１

5.13.3シーケンス制御の基本回路５－８２

(1)ＯＮ回路５－８２

(2)ＯＦＦ回路５－８２

(3)ＡＮＤ回路（直列回路）５－８２

(4)ＯＲ回路（並列回路）５－８３

(5)ＮＯＴ回路（反転回路）５－８３

(6)自己保持回路（セルフホールド回路）５－８４

(7)インタロック回路（相互鎖錠回路）５－８５
〔章末問題〕５－８８

！

6章安全衛生管理 .…………….………………………･……………………………………６－１

６．１安全衛生管理の基本６－３

６．１．１安全衛生管理組織６－３

(1)総括安全衛生管理者６－３

(2)安全管理者６－４

(3)衛生管理者６－４

(4)産業医６－５

(5)安全委員会，衛生委員会６－５

６．１．２安全衛生管理計画６－６

(1)安全衛生管理計画６－６

(2)安全作業標準６－６

(3)作業標準の作成６－７

(4)作業標準の運用６－８

６．１．３労働安全衛生法関係法令に係る安全衛生点検６－９
(1)安全衛生点検６－９

(2)安全衛生点検表の作成６－９
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(3)機械設備の点検６－１０

(4)安全衛生点検の対象と着眼点６－１３

(5)安全衛生点検による効果６－１３

６．１．４安全衛生教育６－１４

(1)安全衛生教育の種類６－１４

(2)安全衛生教育の内容６－１４

6.2災害の発生とその防止６－１７

６．２．１災害の発生原因６－１７

６．２．２災害統計６－１９

(1)労働災害における傷害の種類６－１９

(2)災害率の算定式６－１９

６．２．３機械による危険の防止６－２０

(1)作動部分上の突起物等の防護措置６－２０

(2)原動機，回転軸等による危険の防止６－２０

(3)ベルトの切断による危険の防止６－２０

(4)動力しゃ断装置６－２１

(5)加工物，切削くず等飛来による危険の防止6-21

(6)本質安全装置（フールプルーフとフェールセーフ）
６．２．４機械設備管理上の安全措置６－２２

(1)規格に適合しない機械等の使用禁止６－２２

(2)安全装置に対する作業者の遵守事項６－２２
(3)運転開始の合図６－２２

(4)そうじ等の場合の運転停止６－２２

(5)年少者及び妊産婦の就業制限６－２３

(6)電気機械器具等の点検補修６－２３

(7)機械間の通路６－２３

(8)作業床の設置６－２３

(9)作業者の服装６－２３

００設備計画の届出６－２４

6－２１

6.3安全衛生管理の各論６－２５

６．３．１エ作機械の安全６－２５

(1)一般的な工作機械の安全６－２５

(2)各種工作機械の安全６－２５

！
I；



Ｐ
Ｂ
Ｌ
●
口
一
Ｆ

■
Ｌ
庁
Ｐ

・
１
４
℃
Ⅶ
‐
Ｏ
Ｌ
‐
佃
ｌ
ｕ
ｐ
ｋ
組
困
壯
ど
和
心
Ｉ
Ｈ
ｈ
品
ｈ
１
．
Ｗ
・
姥
萌
ｗ
卍
Ａ
’
円
に
Ｐ
可
仏
舟
旺
Ⅱ
、
朴
叩
Ⅱ
」
拙
撒
峰
耐
戌
博
い
野
、
町
い
八
Ｎ
庇
Ⅳ
謄
昨
暇
酎
に
関
い
か
れ
膠
附
時
『
騨
阻
か
隙
皿
俘
込
伽
歎
⑪
耶
加
此
帆
砿
呪
共
く
い
鯲
脾
小
那
が
悲
施
旧
一
駅
窪
淀
ご
峰
騨
蛯
加
・
少
酢
一
淀
八
郎
皿

６．３．２プレスの安全６－２６

(1)プレスの安全対策６－２７

(2)プレスの安全装置６－２７

６．３．３研削盤の安全６－２８

６．３．４手工具および動力工具の安全６－２９

(1)手工具の安全６－２９

(2)動力工具の安全６－３１

６．３，４電気による危険の防止６－３２

(1)電撃の危険性と安全限界６－３２

(2)安全電圧６－３４

６`３．５電気機械器具の安全６－３４

(1)電気機械器具の囲い６－３４

(2)漏電による感電の防止６－３５

6,4安全衛生管理に係わる事項６－３６

６．４．１燃焼と爆発６－３６

(1)用語の意義６－３６

(2)燃焼（爆発）の３要素６－３７

(3)燦発６－３７

６４．２荷役作業における危険の防止６－４０

(1)荷役作業の基本的事項６－４０

(2)人力迎搬６－４０

(3)クレーン６－４１

(4)玉掛け６－４２

(5)玉掛けワイヤロープの尾ｈ街1汗I字｝〆褥‐(5)玉掛けワイヤロープの吊り角度による張力の増加

６．４．３作業環境６－４５

(1)作業環境管理６－４５

(2)気積および換気６－４６

(3)有機溶剤中毒の予防６－４７

(4)採光・照明６－４８

(5)温度および湿度６－４９

６．４．４ガス溶接・溶断作業６－５０

(1)アセチレンおよび酸素ボンベ６－５０

(2)溶接および溶断作業と火災爆発防止６－５０
(3)保謹具６－５０

6-4月

！



(4)ゴムホームの取扱い６－５０

６，４．５１肖防６－５２

(1)一般的事項６－５２

(2)消火器具の設置基準６－５４

(3)消火器の種類と性能６－５５

６，４．６整理・整頓・清掃，清潔の保持６－５６

６．４．７健康の保持・増進６－５６

〔章末問題〕６－５８

さくいん
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7章機械構成要素
.….……………….…………………………･…………………………`･７－１

７．１ねじ７－３

７，１.１ねじの基礎７－３

(1)ねじとは７－３

(2)ねじ各部の名称７－３

７．１.２ねじの種類・形状及び用途７－５

(1)ねじの種類・形状及び用途７－５

(2)ねじの基本規格７－７

7．２ボルト・ナット，座金7-1］

７．２．１ボルト・ナット７－１１

(1)ボルト７－１１．

(2)ナット７－１４

(3)止めねじ７－１４

7.2〒２座金７－１５

７．２．３ボルトによる締結の保全７－１６

(1)ねじのはめあいの長さ７－１６

(2)ナットのゆるみ止め７－１６

(3)ポルトナットの固着の原因と対策７－２０

(4)固着したポルトナットの外し方７－２０

(5)ねじの締付け方法７－２１

(6)ねじの破壊と防止対策７－２３

7.3リベット継手７－２５

７．３．１リベット７－２５．

(1)リベットの種類７－２５

(2)リベットの長さ７－２５

(3)リベット締めとコーキン７－２６

７．３．２リベット継手の種類７－２６

７，３．３リベット継手の強さ７－２７

(1)リベットのせん断７－２８

(2)リベット穴の間の板の関係７－２８

(3)リベット継手の効率７－２８
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7．４軸と軸接手７－３０

７．４．１軸とその種類７－３０

(1)作用する力による分類７－３０

(2)形状による分類７－３０

７’４．２軸の安全７－３１

(1)変形７－３１

(2)軸径７－３１

(3)危険速度７－３２

(4)軸および軸まわりの取り扱い７－３２

７．４．３軸継手７－３３

(1)固定軸継手７－３３

(2)たわみ軸継手７－３４

(3)伸縮軸継手７－３５

(4)自在軸継手７－３５

７．４．４クラッチ７－３５

(1)摩擦クラッチ７－３５

(2)かみあいクラッチ７－３６
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７．５軸受７－３７

儲
Ｉ

７．５．１軸受とジャーナル７－３７

(1)ジャーナルの種類７－３７

(2)軸受の種類７－３７

７．５．２滑り軸受７－３８

(1)ラジアル軸受７－３８

(2)スラスト軸受７－４０

７．５．３転がり軸受７－４０

(1)転がり軸受の種類７－４１

(2)転がり軸受の取付け７－４３

(3)転がり軸受の回転数の限界７－４４

７`５．４密封装置（シール）７－４５

(1)非接触シール７－４６

(2)メカニカルシール７－４６

(3)オイルシール７－４７

(4)パツキン７－４７
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(5)Ｏリング７－４８

(6)ガスケット７－４８

7．６キー・ピン・コック・スプライン７－５１

７，６．１キー７－５１

(1)沈みキー７－５１

(2)接線キー７－５１

(3)半月キー７－５１

７．６．２ピン７－５２

７．６．３コツタ７－５３

７，６．４スプライン７－５４

7.7歯車７－５５

７．７，１歯車とは７－５５

７．７，２歯車の種類７－５５

(1)２軸が互いに平行である歯車７－５６

(2)２軸が一点で交わる歯車７－５７

(3)２軸が平行でなく交わりもしない歯車７－５７
７．７．３歯車の歯形７－５８

７．７．４歯車各部の名称７－６０

(1)ピッチ円直径とピッチ７－６０

(2)モジュール７－６１

(3)歯先円と歯底円７－６１

(4)歯末のたけと歯元のたけ７－６２

(5)歯厚と歯幅７－６２

(6)圧力角７－６３

７．７．５歯車の保全７－６３

(1)かみあい率７－６３

(2)バックラッシ７－６３

(3)歯形の修正７－６４

(4)転移平歯車７－６４

７．７．６歯車列７－６５

7．８巻掛け伝動７－６７

７．８．１ベルト７－６７
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(1)平ベルト伝動７－６７

(2)タイミングベルト伝動７－６９

(3)Ｖベルト伝動７－７０

７．８．２チェーン伝動７－７１
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１
１
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7.9摩擦伝動装置･･無段変則装置７－７２

７．９．１摩擦伝動装置７－７２

(1)円筒摩擦車７－７２

(2)円すい摩擦車７－７３

７．９．２無段変則装置７－７４

(1)摩擦車による無段変速装置７－７４

(2)Ｖベルトによる無段変速機７－７４

(3)リングコーンによる無段変速機’７－７６

(4)トルクコンバータによる無段変速７－７６

…
Ｉ

7.10リンクとカム７－７７

7.10.1リンク機構７－７７

(1)てこクランク機構７－７７

(2)両クランク機構７－７８

(3)両てこ機構７－７９

(4)倍力装置７－７９

7.10.2スライダクランク機櫛7-80

(1)往復スライダクランク機構７－８１

(2)揺動スライダクランク機樅７－８１

(3)回りスライダクランク機構７－８２

7.10.3カム７－８３

(1)カムの種類７－８３

(2)カム線図とカムの形状７－８５

7.11管と管継手７－８６

7.11.1管７－８６

(1)管の種類７－８６

７．１１２管継手７－８７

(1)ねじ込み式管継手７－８７

(2)フランジ式管継手７－８９
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(3)伸縮管継手７－８９

7.11.3配管の保全7-9Ｃ

７．１２バルブとコック７－９２

7.12.1バルブ（弁）７－９２

(1)玉形弁・アングル弁７－９２

(2)仕切弁７－９３

(3)バタフライ弁７－９３

(4)逆止め弁７－９４

(5)逃し弁７－９４

7.12.2コック７－９５

７．１３はね・ブレーキ７－９６

7.13.1ばね７－９６

(1)ばねとは７－９６

(2)ばねの種類７－９６

(3)ばねの用途７－９６

(4)ばねの材料７－９６

(5)トーションバー７－９８

7.13.2ブレーキ７－９８

(1)ブレーキとは７－９８

(2)ブロックブレーキ７－９９

(3)ドラムブレーキ7-100

(4)ディスクブレーキ7-101

(5)帯ブレーキ7-101

(6)爾磁ブレーキ7-101

〔章末問題〕7-102
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１
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8章潤滑及び給油・…………………………………………………………｡………….…
8－１

8．１潤滑８－３

８．１．１潤滑の目的８－３

３１．２潤滑の機構８－４

(1)滑りjlilll受の潤滑８－４

(2)転がり軸受の潤滑８－５

(3)潤滑とその効果８－５
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8．２潤滑剤８－６
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８．２．１潤滑剤の分類８－６

(1)添加剤８－７

(2)潤滑#111の性状８－８

８．２，２潤滑油の種類８－１１

(1)鉱物油（石油系）８－１１

(2)動物油系，植物油系８－１２

(3)混成潤滑油８－１３

(4)潤滑油の選定８－１３
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8．３グリース８－１４

８．３．１グリースの用語８－１４

８．３．２グリース潤滑の特徴と種類８－１５

(1)特徴８－１５

(2)種類8-16

8.3.3グリースの充填量および補給量８8－１９

8．４給油法の分類８－２０

８．４．１潤滑油の給油法８－２１
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